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　明治前半から太平洋戦争開戦まで日本産生糸のブラ
ンドの一翼を担った組合製糸「碓氷社」と、戦後に碓
氷社などの製糸工場を引き継いで成立した「群馬蚕糸
製造株式会社（グンサン株式会社）」、現在も稼働する
「碓氷製糸農業協同組合」を中心とした安中市の蚕糸
業の過去と現在を展望します。

今年の企画展は碓氷社です。

主な内容

P4-5	 人事行政運営等の状況
P6-7	 平成25年度 安中市各会計の決算報告
P9	 ストップ!!児童虐待
　　　　　〜11月は児童虐待防止推進月間〜

／ ／

碓氷社本社全景（大正後期頃） 旧碓氷社本社事務所（現在）



本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2014年11月1日号 2



安中市役所　☎382-11113

『　　　　　　安中健康21』
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　問合せ▶本健康づくり課保健指導係（☎内線１１７４）

☆生活習慣の改善ポイント☆
・１日３食、規則正しく…食事は一汁二菜(ま
たは三菜)でバランスよく。また、毎食野菜
を食べ、野菜から先に食べる習慣をつけま
しょう。

・甘い物とアルコールは控えめに…お菓子は
食間ではなく食後に少量を。お酒は１日1合
が適量。週2日は休肝日を設けましょう。
・運動を始めましょう…人と会話ができる程
度の運動を１日に15分以上、食後１～２時
間以内に、週３回がおすすめです。

・体重記録をつけてみよう…体重の増減を数
字で確認しましょう。食事内容や歩数など
も記録すると効果的です。

・年に１度、健康診断を受けましょう。

ま気をつけよう  病気に備えて  腹八分目い糖 尿 病
～早めが肝心、糖尿病予防～
　健康診断の結果、「血糖値が高め」や「糖尿病の一歩
手前」などと言われたことはありませんか。それを「ま
だ大丈夫」と安心してはいけません。糖尿病は、進行す
るまで症状が出ないため、発見が遅れがちです。また、
早期に糖尿病と診断されても、痛みなどがないため放置
してしまう人が多いのも特徴です。適度な運動と適切な
食事で糖尿病を予防しましょう。

～肥満を解消しましょう～
BMI（Body Mass Index：体格指数）
肥満度を求める計算式に基づき、計算された指数です。

「いきいき安中健康21（第２次）」を策定しました
安中市健康増進計画・安中市食育推進計画

「いきいきあんなかけんこう21」で健康標語を作りました
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資料：群馬県国民健康保険疾病分類統計表

慢性閉塞性肺疾患の有病者数の推移（安中市）～慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）とは～
　主として長期の喫煙によってもたらされる肺の炎症性疾患
で、咳・痰・息切れを主な症状として徐々に呼吸障害が進行
していきます。全国では、530万人以上の患者がいると推計
され、COPDで亡くなる人は年々増加傾向にあります。群馬
県では、平成23年の死亡者数が329人にのぼり、死亡順位第
9位となっています。

☆こんな症状があったら、ＣＯＰＤかもしれません☆
・現在タバコを吸っている、または吸っていた
・一日に何度も咳をする
・階段や坂道で息切れしやすい
・一日に何度も黄色や粘りのある痰が出る
・呼吸するときにゼイゼイ、ヒューヒューする
　思い当たる人は、まずはかかりつけ医を受診し、必要に
応じて、呼吸器科の専門医を紹介してもらいましょう。

ん煙を  すれば延びるよ  健康寿命き慢性閉塞性肺疾患
（COPD）

適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22 11月14日は「世界糖尿病デー」です

・COPDの原因や症状について正しい知識を持
　ち、予防に努めましょう。
・家族や身近な友人、職場の同僚などの喫煙者
　に禁煙するよう働きかけましょう。
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やせ 普通 肥満

自分の適正体重を維持できる食事量を理解しましょう。

次回は、広報あんなか12月１日号に『高齢者の健康』を予定しています。
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２．職員の給与
（1）人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成25年度末) 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率

（B/A）

61,473人 24,978,851
千円

612,744
千円

3,891,046
千円 15.6%

※平成24年度の人件費率17.5％

（2）職員給与費の状況（平成25年度普通会計決算）

職員数
A

給与費 1人あたり
給与費

（B/A）給料 職員手当 期末・
勤勉手当  計　B

429人 1,613,091
千円

249,776
千円

574,495
千円

2,437,362
千円

5,681
千円

※職員手当には、退職手当を含みません。

（3）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月
　　額の状況（平成25年4月1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
安中市

（一般行政職） 42.1歳 320,261円 371,060円

安中市
（技能労務職） 50.7歳 302,473円 331,102円

群馬県 43.5歳 344,073円 413,916円

国 43.1歳 307,220円
（332,446円） −

※国家公務員欄における括弧書きは、給与改定特例法によ
る措置がないとした場合の値（減額前）です。

（4）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）
区分 安中市 群馬県 国

一般行政職
大学卒 172,200円 177,300円 163,987円

（172,200円）

高校卒 140,100円 143,400円 133,418円
（140,100円）

技能労務職 高校卒 140,100円 139,000円 −
※国家公務員欄における括弧書きは、給与改定特例法によ

る措置がないとした場合の値（減額前）です。

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成25年4月1日現在）

区分 経験年数7年
以上10年未満

経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一般行政職 大学卒 240,500円 282,500円 327,000円
高校卒 222,000円 − 294,700円

技能労務職 高校卒 − 243,000円 245,600円

（6）一般行政職の級別職員数等の状況
　　（平成25年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
7級 部長 10人 2.8％
6級 参事 10人 2.8％
5級 課長・主幹 48人 13.4％
4級 課長補佐・係長・主査 97人 27.2％
3級 主査・主任 119人 33.3％
2級 主事・技師 57人 16.0％
1級 主事補・技師補 16人 4.5％

（7）職員手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当（平成25年4月1日現在）
期末手当…年間2.60月分
勤勉手当…年間1.35月分
※職制上の段階・職務の等級により役職加算が5～15％あ

ります。

イ　退職手当（平成25年4月1日現在）
勤続35年…自己都合退職：47.5月分
　　　　　 勧奨・定年退職：59.28月分
※定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
※退職時特別昇給はありません

ウ　特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）
税務手当・社会福祉業務手当・火葬業務手当・夜間看
護手当・拘束手当など19手当

エ　時間外勤務手当（水道・病院・介護サービス事業
を除く）
支給実績…72,554千円
職員１人あたり平均支給額（25年度決算）…153千円

オ　その他手当（平成25年4月1日現在）
扶養手当・住居手当・通勤手当・管理職手当

７．職員の研修および勤務成績の評定
（1）研修の実施状況（主なもの）
ア　一般研修　　  ６種　  受講者数　のべ  94人
イ　特別研修
　（ア）専門研修　６種  　受講者数　のべ176人
　（イ）派遣研修　６種  　受講者数　のべ  62人
　（ウ）自主研修  　　　　受講者数　　　     0人

（2）勤務成績の評定の状況
勤務成績の評定については、平成25年度は課長職、
係長職の相互評価を試行として実施いたしました。

８．職員の福祉および利益の保護
（1） 職員の健康の保持増進対策
毎年、定期健康診断を実施し、職員の健康の保持増進
に努めています。

（2）職員厚生会に対する助成の状況
項目 金額など

① 職員厚生会に対する助成金額 4,476千円
② 会員による掛金の額 12,452千円
③ 公費負担率：①/（①+②） 26.4％
④ 会員1人あたりの補助金額：①/会員数（671人） 6,671円

９．公平委員会の業務
（1）　勤務条件に関する措置の要求の状況
平成25年度において、措置要求はありませんでした。

（2）　不利益処分に関する不服申立ての状況
平成25年度において、不服申立てはありませんでした。
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１．職員の任免および職員数
（1）職員の任免状況（平成25年度中　医療職含む）　採用者数…26人　退職者数…28人

（2）職員数の状況
ア　部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

区　分 職員数 対前年
増減数部　門 H24 H25

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総 務 99 99 0
税 務 36 36 0
民 生 60 60 0
衛 生 48 47 -1
労 働 1 1 0
農林水産 32 33 1
商 工 8 8 0
土 木 40 41 1

計 330 331 1
教 育 101 99 -2
小 計 431 430 -1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 163 158 -5
水 道 37 37 0
下 水 道 10 10 0
そ の 他 35 35 0
小 計 245 240 -5

合　　　　計 676 670 -6
※普通会計部門における人口10,000人あたり職員数69.29人
　（類似団体の人口10,000人あたり職員数72.62人）

（3）採用試験の実施状況
区　　　分 申込者数 合格者数

中級試験（H26.4.1採用） 161人 19人
初級試験（H26.4.1採用） 8人 2人

※医療職を除く

　
イ　年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

区分 20歳
未満

20～
23歳

24～
27歳

28～
31歳

32～
35歳

36～
39歳

職員数 4人 26人 48人 55人 72人 86人

区分 40～
43歳

44～
47歳

48～
51歳

52～
55歳

56～
59歳

60歳
以上

職員数 90人 61人 59人 69人 90人 10人
合計…670人

ウ　職員数の推移

年 度
部 門 別 H20 H21 H22 H23 H24 H25

過去5年
間の増減

数（率）

一般行政 338 330 330 328 330 331 -7
-2.1％

教 育 110 103 106 103 101 99 -11
-10.0％

普通会計
計 448 433 436 431 431 430 -18

-4.0％
公営企業
等 会 計 280 266 254 253 245 240 -40

-14.3％

計 728 699 690 684 676 670 -58
-8.0％

※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数
　です。

３．職員の勤務時間・その他勤務条件
（1）勤務時間
1週間の勤務時間…38時間45分
始業時間…午前8時30分
終業時間…午後5時15分

（2）休暇の種類
年次有給休暇・病気休暇・特別休暇・介護休暇

５．職員の分限および懲戒処分
（1）分限処分
職員の勤務実績が良くない、その職に必要な適正を欠
くなどの場合に行われる処分で、免職・休職・降任・
降給があります。

（2）懲戒処分
職員が職務上の義務違反や公務員としてふさわしくな
い非行を行った場合に行われる処分で、免職・停職・
減給・戒告があります。４．職員の休業に関する状況

育児休業および部分休業
育児休業…子の養育のためその子が3歳に達する日ま
で取得できます。
部分休業…小学校就学の始期に達するまでの子を養育
する場合に1日2時間を超えない範囲で取得できます。

６．職員の服務
営利企業等の従事状況
職員が営利企業等に従事することは制限されています
が、消防団などの活動には許可を得て従事させています。

　市民の皆さんに、市役所についてより一層のご
理解をいただけるよう、平成25年度の市の人事行
政の運営等の状況をお知らせします。
　なお、より詳細な内容については、市ホームペー
ジ （http://www.city.annaka.gunma.jp/） で公開し
ています。
問合せ▶本秘書課職員係（☎内線１０３０）

人事行政の
運営等の状況
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平成２５年度 安 中 市 各 会 計 の 決 算 報 告

介護サービス事業
収益的収入及び支出

総事業収益
事業収益 3,949万1,950円
事業外収益 145万8,291円
総事業収益合計 4,095万241円

総事業費用
事業費用 4,099万9,052円
事業外費用 3,533円
総事業費用合計 4,100万2,585円

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、下記のとおり公表します。
○健全化判断比率（単位：％）

比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 － 12.78 20.00
連結実質赤字比率 － 17.78 30.00
実 質 公 債 費 比 率 7.3 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 15.2 350.0 －

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は赤字額が算出されないため
「－」で表示しました。

○資金不足比率（単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率

水 道 事 業 会 計 －
病 院 事 業 会 計 －
介護サービス事業会計 －
下 水 道 事 業 特 別 会 計 －

※すべての会計で資金不足が算出されないため、
資金不足比率は「－」で表示しました。

水道事業
収益的収入及び支出

水道事業収益
営業収益 12億9,809万2,829円
営業外収益 4,041万335円
特別利益 1,420万9,097円
水道事業収益合計 13億5,271万2,261円

水道事業費用
営業費用 10億5,684万7,498円
営業外費用 1億6,319万6,298円
特別損失 228万6,000円
水道事業費用合計 12億2,232万9,796円

資本的収入及び支出
資本的収入
企業債 2億4,540万円
他会計出資金 1,536万1,039円
他会計負担金 274万2,600円
工事負担金 5,730万6,400円
国庫補助金 607万8,524円
資本的収入合計 3億2,688万8,563円

資本的支出
建設改良費 6億1,232万6,424円
企業債償還金 3億2,124万9,967円
資本的支出合計 9億3,357万6,391円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額6億668万7,828円
は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額
2,777万100円、当年度分損益勘定留保資金4億8,409万7,529
円および建設改良積立金9,482万199円で補てんしました。

病院事業
収益的収入及び支出

病院事業収益
医業収益 20億7,955万591円
医業外収益 1億7,713万4,517円
病院事業収益合計 22億5,668万5,108円

病院事業費用
医業費用 24億7,731万1,365円
医業外費用 6,520万2,250円
病院事業費用合計 25億4,251万3,615円

資本的収入及び支出
資本的収入
出資金 7,728万4,210円
企業債 5億円
県補助金 216万円
資本的収入合計 5億7,944万4,210円

資本的支出
建設改良費 5億333万400円
企業債償還金 1億5,065万7,326円
資本的支出合計 6億5,398万7,726円

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額7,454万3,516円は、当年度分消費税資本的収支調整額2,396万8,114円お
よび当年度分損益勘定留保資金5,057万5,402円で補てんしました。

　問合せ▶本財政課財務係（☎内線１０５２）



安中市役所　☎382-11117

平成２５年度 安 中 市 各 会 計 の 決 算 報 告

歳入
255億9,870万99円

市税
35.82%
91億6,928万2,940円

市債
16.48%
42億1,830万円

地方交付税
11.62%
29億7,387万1,000円

国庫支出金
11.18%
28億6,198万9,203円

繰入金
6.38%
16億3,316万7,850円

県支出金
5.27%
13億4,867万1,383円

繰越金
3.63%
9億3,060万5,089円

諸収入
2.48%
6億3,546万5,213円

地方消費税交付金
2.11%
5億3,897万8,000円

使用料及び手数料
1.46%
3億7,355万4,068円

その他
3.57%
9億1,481万5,353円

歳出

一 般 会 計

248億7,288万5,356円

　本市の平成25年度一般会計総額は、
歳入が255億9,870万99円、歳出が248
億7,288万5,356円で、歳入から歳出を
差し引いた形式収支は7億2,581万4,743
円、形式収支から翌年度への繰越財源を
差し引いた実質収支は、6億874万5,743
円で、黒字決算となりました。

特 別 会 計
　特別会計は、特定の事業のために一般
会計と切り離して経理しているもので、
本市の特別会計は国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険、下水道事業、健康
増進施設恵みの湯事業の５つの特別会計
で構成されています。
　平成25年度の特別会計総額は、歳入
が144億982万9,665円、歳出が142億
8,488万1,596円で、歳入歳出差引残額
は1億2,494万8,069円の黒字決算となり
ました。
　各特別会計の歳入・歳出額は右のグラ
フのとおりです。

市　税…市民税・固定資産税・軽自動車税など
民生費…福祉の充実、子育て支援などの経費です
総務費…庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金
　　　　の徴収などの経費です

民生費
31.57%
78億5,280万2,206円

教育費
24.75%
61億5,512万9,398円

総務費
11.70%
29億1,026万2,174円

公債費
9.41%
23億4,028万7,998円

衛生費
7.23%
17億9,714万1,452円

土木費
6.15%
15億2,880万1,213円

消防費
3.53%
8億7,932万5,227円

商工費
2.24%
5億5,749万3,969円

農林水産業費
2.20%
5億4,740万4,178円

議会費
1.08%
2億6,847万2,906円

その他
0.14%
3,576万4,635円

歳入・歳出　用語の解説

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

下 水 道

恵 み の 湯

0 20億 40億 60億 80億

72億2,642万741円 

72億791万33円

歳入

歳出

6億6,794万9,076円

6億6,449万2,125円

歳入

歳出

52億4,367万4,895円

51億5,279万1,921円

歳入

歳出

10億8,405万125円

10億7,595円489円

歳入

歳出

1億8,773万4,828円

1億8,373万7,028円

歳入

歳出
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　問合せ▶本国保年金課国保係（☎内線１１１３・１１１４）

◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください。
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください。
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です。
◆午前中のみの受診となります。
◆朝食を食べずに受診してください（薬を服用している人は事前にかかりつけ医とご相談くだ

さい。また、受診票・受診券裏面の質問票の既往歴に服用している旨をチェックしてください）。
◆肝炎ウィルス検診を同時に実施します（対象者は肝炎ウィルス検診を受けたことがない人）。
◆個別健診と集団健診のどちらか一方の受診となります。重複して受診した場合はあとから受

けた健診費用は全額自己負担になります。
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合、または後期高齢者医療加入者で市外に転出した

場合は、市から送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を
市へお返しください。資格喪失後に受診した場合は全額自己負担になります。

◆市の人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません。

◆４月以降に安中市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入した人で健康診査の受診を希望
する場合は下記までお問い合わせください。

◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要
はありません。お手数ですが、健診結果を本国保年金課へお知らせください。

◆安中市国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険加入者は、加入している健康保険
にお問い合わせください。

　平成26年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から日
時を指定することはありませんので、下記により、希望する医療機関で受診してください。
期間▶11月30日まで（休診日については各医療機関にお問い合わせください）
料金▶無料
健診機関▶下記の医療機関（※印の医療機関は予約が必要です）

医療機関名
ア ミ ヤ 医 院 385-1511 公 立 碓 氷 病 院 ※ 385-8221 半 田 内 科 医 院 385-6031

有 坂 内 科 医 院※ 381-0485 櫻 井 内 科 医 院 ※ 385-8551 藤 巻 医 院 393-1324

いのうえ整形外科内科クリニック 380-1717 さ る や 内 科 医 院 ※ 384-3681 堀 口 医 院 ※ 381-0229

いわい中央クリニック※ 381-2201 正 田 病 院 ※ 382-1123 本 多 病 院 382-1255

上 杉 医 院※ 381-0448 城 田 医 院 ※ 385-7858 松 井 田 病 院 393-1301

大 貫 ク リ ニ ッ ク※ 380-1181 須 藤 病 院 ※ 382-3131 み や ぐ ち 医 院 ※ 384-1126

お に か た 医 院※ 385-1351 田 口 医 院 393-1731 茂 木 内 科 医 院 ※ 382-2510

く ろ さ わ 医 院 393-5311 武井内科循環器科 393-1005 50音順

国民健康保険特定健康診査
後 期 高 齢 者 健 康 診 査
～今年度の健診は11月で終了します～

注意事項

その他

ス
ト
ッ
プ
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児
童
虐
待
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ス
ト
ッ
プ
!! 

児
童
虐
待

～
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
～

児
童
虐
待
と
は
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷

つ
け
る
行
為
で
す
。
下
表
の
と
お
り
次
の
４
つ
に
分

類
で
き
ま
す
。

　
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が
耐
え
が
た

い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。
虐

待
は
家
庭
内
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
子
ど
も
の

心
身
の
成
長
と
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
た

と
え
保
護
者
で
あ
っ
て
も
暴
行
罪
、
傷
害
罪
、
保
護
責
任
者

遺
棄
罪
、
強
制
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
に
問
わ
れ
ま
す
。

　
虐
待
を
す
る
保
護
者
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
虐
待
を
す
る

保
護
者
は
、
育
児
へ
の
不
安
、
家
族
の
不
和
、
病
気
、
経
済

苦
、
地
域
か
ら
の
孤
立
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
心
配
な
親
子
を
見
つ
け
た
ら
、
西
部
児
童
相
談
所
、
市
役

所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
親
子
の
様
子
を
確
認
し
、
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
ら
、
一
人
の
隣
人
と
し
て
「
心
配
し
て
い

る
よ
」
と
親
子
に
温
か
く
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○
市
で
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る

要
保
護
児
童
ら
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
支
援
を
図
る

た
め
に
、
地
域
社
会
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
支
援
の
協

議
を
行
う
場
と
し
て
「
安
中
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
▼

西
部
児
童
相
談
所
（
☎
３
２
２
‐
２
４
９
８
）

本
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
（
☎
内
線
１
１
６
１
）

松
保
健
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

身体的虐待 殴る、蹴る、床に落とす、たばこの火を押し付
ける、冬に戸外に閉め出すなど

ネグレクト
（養育の放棄・怠慢）

食事や風呂の世話が不十分、必要な医療を受け
させない、家や車に残したまま外出するなど

心理的虐待 ひどい言葉でおびえさせる、無視、きょうだい
間の著しい差別的扱いや子どもの目の前での
ＤＶなど

性的虐待 性的ないたずら、性行為を強いる、性的なもの
を見せるなど

９
月
１
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、平
成
26
年
第
３
回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
度
各
予
算
の
決
算
認
定
な
ど
の
議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
安
中
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
副
市
長
の
設
置
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

○
安
中
市
長
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
及
び
安

中
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の

廃
止
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵

み
の
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
剰

余
金
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
26
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
26
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

平
成
26
年
第
３
回
安
中
市
議
会
定
例
会
報
告



本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2014年11月1日号 10

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所　
（
☎
３
２
２
―
７
７
３
１
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証

明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送

ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
ま
ま

で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に

は
、
当
時
の
保
険
料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
日

本
年
金
機
構
が
委
託
し
た
会
社
（
株
式
会
社
ア
イ
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
）
が
電

話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

国民年金保険料の納め忘れがある皆さんへ
　過去10年以内に国民年金保険料の納め忘れの期間がある人は、お申し込みにより、平成
24年10月から平成27年９月までの３年間に限り、国民年金保険料を納めることができる期
間が過去２年から10年に延長（「後納制度」といいます）されます。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は

電
話
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

国民年金からのお知らせ
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税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮

ら
し
を
す
る
た
め
の
原
資
（
も
と
で
）

と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
や
教
育
、
道

路
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進

め
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

財
源
で
す
。

　

市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内

に
納
税
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の

公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
大
多
数
の
納
期
内
納

税
者
の
代
弁
者
と
し
て
、「
滞
納
は
許

さ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
市
で
は
毅
然

と
し
た
態
度
で
、
滞
納
処
分
（
財
産
差

押
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
１
．
事
前
に
連
絡
も
な
く
、
預
金
を
差

押
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
差
押
す
る
か
連

絡
は
も
ら
え
な
い
の
で
す
か
？

Ａ
１
．
税
金
は
納
期
内
に
納
付
い
た
だ
く

の
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
人
に
は
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。
督
促
状
発
送
日
か
ら
10
日
を
経

過
し
完
納
に
な
ら
な
い
と
き
は
差
押
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法
律
に
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
督
促
状
以
外
に
も
、

催
告
書
な
ど
に
よ
り
再
三
納
税
の
催
告

が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
役
所

か
ら
の
通
知
は
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、「
い
つ
差
押
を
執
行
し
ま
す
」

と
連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２
．
勤
務
先
に
給
与
照
会
が
き
て
、
勤

務
先
に
滞
納
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
２
．
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
に
対
し

て
は
、
市
は
法
律
に
基
づ
い
て
、
す
べ

て
の
財
産
に
つ
い
て
調
査
す
る
権
限
を

持
っ
て
い
ま
す
。
調
査
を
受
け
た
勤
務

先
・
金
融
機
関
な
ど
は
そ
の
調
査
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
人
情
報
保

護
法
に
触
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３
．
分
割
納
付
し
て
い
る
の
に
、
給
与

を
差
押
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
３
．
分
割
納
付
は
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
納
期
内
に
納
付
が
難
し
い
人

へ
の
一
時
的
な
措
置
で
す
。
財
産
調
査

の
結
果
、
納
税
す
る
資
力
が
十
分
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、
給
与
の
差
押
や
預

貯
金
の
差
押
、
生
命
保
険
の
差
押
な
ど

を
執
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
４
．
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
っ
て
納
税
で
き

ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
４
．
納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
税

金
は
す
べ
て
の
債
務
に
優
先
す
る
と
法

律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
ロ
ー

ン
が
あ
る
た
め
納
税
で
き
な
い
と
い
う

の
は
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５
．
納
期
限
日
を
過
ぎ
て
納
付
し
た
た

め
、
延
滞
金
納
付
書
が
届
き
ま
し
た
。

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
５
．
税
金
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で
あ

り
、
納
期
内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
延
滞
金
は
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、延
滞
金
を

納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
、
滞
納
処

分
（
財
産
差
押
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
押
し
た
不

動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
入
札
に
よ
っ
て

公
売
し
ま
す
。
今
回
の
公
売
は
本
市
と
高

崎
市
（
☎
３
２
１
‐
１
２
２
５
）、
藤
岡

市
（
☎
０
２
７
４
‐
22
‐
１
２
１
１
）、

富
岡
市
（
☎
０
２
７
４
‐
62
‐
１
５
１
１
）、

藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
（
☎
０
２
７
４
‐

22
‐
１
４
４
２
）
と
合
同
で
行
い
ま
す
。

本
市
以
外
の
各
機
関
の
公
売
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
執
行
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
公
売
の
概
要

入

札

期

日

11
月
27
日（
木
）午
後
１
時
受

付
開
始

場

所

高
崎
市
役
所
３
階
31
会
議
室

そ
の
他

本
収
納
課
・
松
住
民
課
に
用

意
し
て
あ
る
「
公
売
広
報
」

で
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
を
納
期
ご
と
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
括
納

付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分
割
納
付
に
応

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
納
付

で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日
（
納

期
限
日
）
に
は
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

開
設
日

12
月
１
日（
月
）、25
日（
木
）

2
月
2
日（
月
）、

3
月
2
日（
月
）

時

間

午
後
8
時
ま
で

場

所

本
収
納
課

もしあなたが市税を滞納してしまうと

滞

納

処

分

に

関

す

る

よ

く

あ

る

Ｑ

＆

Ａ

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、早
め
に
相
談
を

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線１０８４）

過去に公売した不動産
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テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
買
っ
た
ら

返
品
で
き
な
か
っ
た

【
事
例
１
】

母
が
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
購
入
し
た
。
通
常
価
格

10
万
円
の
も
の
が
半
額
だ
っ
た
の
で
注
文
し
た
が
、
届
い
た
も
の
は
テ
レ
ビ
と

見
栄
が
違
い
価
格
ほ
ど
の
価
値
は
無
い
よ
う
に
思
え
る
。
返
品
を
申
し
出
た
が

断
ら
れ
た
。（
60
歳
代
：
女
性
）

【
事
例
２
】

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
布
団
用
掃
除
機
を
購
入
し
た
。
電
話
で
注
文
す
る
際

「
操
作
は
難
し
く
な
い
か
」と
質
問
す
る
と「
簡
単
で
す
」と
言
わ
れ
た
が
、フ
ィ

ル
タ
ー
の
カ
バ
ー
が
堅
す
ぎ
て
開
け
る
と
き
に
指
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
も
重
い
の
で
返
品
し
た
い
が
、
業
者
は
一
度
電
気
を
通
し
た
も
の
は
返
品
を

受
け
な
い
と
言
っ
て
い
る
。（
70
歳
代
：
女
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
自
宅
で
手
軽
に
買
い
物
が
で
き
る
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返
品
の
可
否
な

ど
重
要
な
事
項
の
表
示
時
間
が
短
く
、
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
で
は
、
事
業
者
が
返
品
の
可
否
や
返

品
期
限
に
関
す
る
特
約
を
設
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
約

が
な
い
場
合
は
、
受
け
取
っ
た
日
か
ら
数
え

て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。

☆
印
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
「
商
品
の
使
い
方
」

「
使
用
上
の
制
限
」「
返
品
で
き
る
か
」
な
ど

を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、
早
め
に
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２
―
２
２
２
８
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
碓
氷

安
中
女
性
部
よ
り
選
出

さ
れ
、
安
中
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
に
な

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
に
は
組
織
綱
領
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
綱
領
に
は
、
力
を
合
わ
せ
て
、
女
性
の
権
利
を

守
り
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
、女
性
の
声
を
Ｊ
Ａ
運
動
に
反
映
す
る
た
め
に
、

参
加
・
参
画
を
進
め
Ｊ
Ａ
運
動
を
実
践
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
女
性
の
協
同
活
動
に
よ
っ
て
、
ゆ
と
り

と
ふ
れ
あ
い
・
た
す
け
あ
い
の
あ
る
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
掲
げ
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
は
そ
の
目
標
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
Ｊ
Ａ
へ
女
性
理
事
の
登
用
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
長
が
地
元
推
薦
に

よ
り
女
性
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
理

事
会
等
で
活
発
な
意
見
を
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
女
性
が
い
る
こ
と
に
よ
り
、
男
性
の
意
識
も

高
揚
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
複

数
の
女
性
理
事
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
女
性
自
ら
向
上
心
を
持
ち
、

家
族
の
、
特
に
夫
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

私
は
、
県
の
農
業
・
農
村
男
女
共
同
参
画
の
研

修
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
研
修
会
で
、
女

性
農
業
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
事
例
発
表
を

聞
き
感
動
し
ま
し
た
。
発
表
者
の
皆
さ
ん
は
、
大

家
族
に
嫁
い
で
農
業
と
介
護
、
子
育
て
の
慌
た
だ

し
い
生
活
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「
家
族
経
営
協
定
」
に
よ
り
家
庭
内
で
お
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
仲
間
と
共
に
学
び
、
助
け
合

い
な
が
ら
農
業
委
員
や
起
業
グ
ル
ー
プ
等
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
女
性
の
社
会
参
画
だ

と
思
い
ま
す
。
女
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
常
日

頃
、健
康
な
体
作
り（
こ
れ
が
一
番
の
基
本
で
す
）、

安
心
・
安
全
な
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
、

農
業
や
食
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
女
性
は
使
命
と

責
任
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
向
き
に
考

え
、
本
当
に
真
剣
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
年
、
男
性
が
育
児
や
家
事
、
介
護
を
し
て
い

る
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
女
性
の
社
会

進
出
に
よ
り
、
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
家

庭
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
女
共
に
思
い
や
り
を

持
ち
、
お
互
い
尊
敬
し
助
け
合
い
な
が
ら
健
康
で

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
そ
の
結
果
、
豊
か
な
住
み

や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま

す
。

問
合
せ
▼

本
企
画
課
女
性
政
策
係
（
☎
内
線
１
０
２
１
）

女
性
農
業
者
の
パ
ワ
ー

　
　
　
　

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

土
屋　

玲
子

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

―
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
―

第44回



松井田文化会館 安中市文化センター
今月のピックアップ 今月のピックアップ

催し物ガイド

安中市役所　☎382-111113 （10月10日現在の情報です。  詳細はお問い合わせください。）

　1954年沖縄県嘉手納町生まれ。沖縄民謡女性歌手の代表
的存在。９歳でレコードデビューし、86年より坂本龍一の
ユニットに参加。90年よりネーネーズにリーダーとして参
加。95年より佐原一哉とともにソロ活動を再開。2001年発
表のアルバム「天架ける橋」中の自作詞の子守歌「童神」は、
夏川りみ他、多くのシンガーにカバーされる。また、ＮＨ
Ｋ朝の連続ドラマ「ちゅらさん」でサウンドトラックとし
て流れて一躍有名になった。
　2014年から宮里奈美子、比屋根幸乃、島袋恵美子ととも
に４人グループ「うないぐみ」の活動を始める。作家の五
木寛之が「いま最もすごい歌手」と絶賛する古謝美佐子の
コンサートを、ぜひお聴きください。
日　時▶12月23日（火・祝）　午後３時～
　　　　（開場：午後２時30分）
会　場▶松井田文化会館　大ホール
チケット▶全席指定

前売券　大人2,500円  ３歳以上高校生以下1,000円
当日券　大人3,000円  ３歳以上高校生以下1,500円

※３歳未満であってもお席を必要とする場合は有料となります。
※松井田文化会館、安中市文化センターの各窓口にてチケッ

ト好評発売中。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。
問合せ▶松井田文化会館（☎393-4400） 

11月１日から12月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

第24回童謡フェスティバル
　11月２日（日）  13:30～16:30   入場：無料（整理券あり）
　問合せ：松生涯学習課（☎内線2241）
秋の映画鑑賞会「超高速！参勤交代」
　11月８日（土）  ※詳細は、P22をご覧ください。
オペラ「ドン・ジョヴァンニ」
　11月15日（土）　15:00～
　入場：指定席3,500円　自由席2,500円
　問合せ：松井田町音楽文化愛好会  小板橋（☎393-0073）
ピアノ・エレクトーン発表会
　11月16日（日）　13:00～16:00　入場：無料
　問合せ：ヤマハ板鼻松井田教室　土屋（☎393-5125）
映画上映「放射線を浴びたＸ年後」・講演会
　11月29日（土）　10:00～・14:00〜　入場：無料
　問合せ：ＪＲ東労組高崎地本（☎322-4803）
ピアノ発表会
　12月6日（土）　9:30～16:30　入場：無料
　問合せ：どれみ♪ぴゅあ（☎322-6700）
ピアノ発表会
　12月14日（日）　14:00～　入場：無料
　問合せ：田中音楽教室（☎382-3446）

小
ホ
ー
ル

第8回松井田きり絵の会展
　11月７日（金）～９日（日） 9:30～16:00（9日は15:30まで）
　入場：無料
　問合せ：松井田きり絵の会　中野（☎395-2733）
クリスマス企画　うたごえ音楽会
　12月14日（日）　14:00～16:00　入場：無料
　問合せ：生涯学習センター（松井田公民館）（☎393-4401）

ギ
ャ
ラ
リ
ー

補聴器相談会
　11月5日（水）　10:00～14:00　入場：無料
　問合せ：オオシマ補聴器センター（☎327-2933）
スタンプアート展・保育園児絵画展
　11月19日（水）～22日（土）　9:00～17:00
　（22日は15:00まで）　入場：無料
　主催：松井田町保護者の会連合会
補聴器相談会
　11月26日（水）　13:30～16:00　入場：無料
　問合せ：リオネットセンター高崎（☎388-0723）

WiFiをご利用ください ―安中市図書館―
　安中市図書館では今年からフリー WiFiスポットを導入し
ております。これまでは南側の図書室のみでのご利用となっ
ておりましたが、このたび北側の学習室に新たにアクセス
ポイントを設置いたしました。これにより図書館内全室で
WiFi接続が可能になりました。ご利用される人は図書館カ
ウンターにてお申し込みください。
※公民館部分（ホール、２・３階）ではご利用できません。
※安中市図書館のみのサービスで松井田図書館ではご利用

できません。
※学習室ではキーボードなどの音が出る端末の利用はご遠

慮ください。
問合せ▶安中市文化センター（☎381-0586） 

11月１日から12月15日までのスケジュール

ホ
ー
ル

社会福祉を支援する「康友会」チャリティー歌謡祭
　11月2日（日）  10:00～17:00 入場：無料（整理券あり）
　問合せ：社会福祉を支援する「康友会」（☎381-2929）
群馬県高校芸術祭演劇部門県大会
　11月8日（土）、9日（日）　9:30～17:00　入場：無料
　問合せ：前橋南高校　吉田（☎027-265-2811）
スキー映画の夕べ
　11月12日（水）　18:00～20:30　入場：600円
　問合せ：安中市体育協会スキー部（☎090-2753-6691）
群馬県特別支援教育研究会 難聴・言語障害教育部会 研修会
　11月13日（木）　14:00～16:30　入場：関係者
　問合せ：安中小学校  前川（☎381-0215）
安中市戦没者追悼式
　11月15日（土）　10:00～12:00　入場：関係者
　問合せ：本福祉課（☎内線1152）
第28回福祉ふれあい芸能大会
　11月16日（日）　10:00～15:30　入場：無料
　問合せ：社協岩野谷支部（岩野谷公民館）（☎382-4368）
青少年健全育成市民のつどい
　11月22日（土）  14:00～16:00  入場：無料（整理券あり）
　問合せ：松生涯学習課（☎内線2241）
安中・群響を応援する会コンサート
　11月24日（月）　14:00～16:00　
　入場：会員・高校生以下 1,000円
　　　  一般前売 1,800円  当日 2,000円
　問合せ：安中・群響を応援する会（☎381-4325）
人権教育講演会
　11月28日（金）　15:00～16:50　入場：無料
　問合せ：安中市人権教育推進委員会（松生涯学習課）

（☎内線2245）
我が青春のアイドルたち
　11月29日（土）　14:00～16:00
　入場：前売3,000円  当日3,500円
　問合せ：安中市文化センター（☎381-0586）
移動音楽教室
　12月 3日（水）　11:00～12:15・14:00～15:15
　　　10日（水）　11:00～12:15　入場：関係者
　問合せ：松学校教育課（☎内線2232）
安中市老人福祉大会
　12月5日（金）　9:30～12:30　入場：無料
　問合せ：老人クラブ（社協）（☎393-3948）
みぃーんなひかるin annaka
　12月7日（日） 10:00～12:00・16:00～18:00 入場：1,000円
　問合せ：本福祉課（☎内線1154）
県政報告会
　12月14日（日）　15:00～16:00　入場：無料
　問合せ：県政報告会実行委員会（☎393-2848）

学
習
室
な
ど

市民パソコン・タブレット教室
　11月1、6、8、13、15、20、22、27、29日（木、土）
　12月4、6、11、13（木、土）
　13:30～15:30　会場：２Fパソコン室　入場：無料
図書読み聞かせ
　11月22日（土）　14:00～15:00　入場：無料
　会場：図書館幼児コーナー
　問合せ：安中市図書館（☎381-0529）

題
字
・
筑
紫
哲
也



生涯学習だより
安中市教育委員会
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第9回
「あんなか市民フェスティバル」
第38回市民展　　

日　時▶11月21日（金）～26日（水）
　　　　午前10時～午後4時（最終日は午後3時まで）
会　場▶安中体育館（旧安中高校体育館）
作品展▶
○造形美術展（第60回安中市造形美術展）
　・チャリティー作品展示有り
○美術手工芸展
　・チャリティー作品展示有り
　・パッチワーク体験会　22日（土） 午前10時30分～
　　1F体験特設会場 　先着30人
○市民書道展
　・チャリティー作品展示有り
○市民写真展
○市民華道展
　・キッズ生け花体験教室　23日（日）  午前10時～
　　1F体験特設会場　
　　先着10人（小中学生のみ）　1,000円
○郷土資料展
○児童生徒作品展（安中地域小中学校）　２F
○くらしの会工夫展
○ユネスコ資料展
○市民の茶席（入場無料）　　　　　　　
　22日（土）・23日（日）  午前10時～
　1F特設会場　先着200人
主催：安中市市民展
　　　実行委員会
後援：安中市
　　　教育委員会
問合せ▶
松生涯学習課生涯学
習係（☎内線2245）

平成26年度
安中市人権教育講演会
　安中市人権教育推進委員会の平成26年度の重要課
題は、「ハンセン病元患者の人たちの人権」です。委
員会では、推進計画に則り、ハンセン病元患者の人た
ちに対する偏見や差別を解消するために市民を対象と
した映画会や講演会などさまざまな学習機会を設けて
います。
　講演会を通してハンセン病に対する正しい知識と理
解を深めるとともに、真実を見る目を持ってほしいと
いう思いを込めて製作した絵本「ミロと森のピアノ」
朗読ライブを聴いてください。カタイ人権問題の話も、
音楽とともに聞いていただけば、体の中に自然と入っ
ていくことと思います。大勢の皆さんのご来場をお待
ちしております。
日　時▶11月28日（金）  午後３時（開場：２時30分）
場　所▶安中市文化センター　ホール
定　員▶先着800人（入場無料）
内　容▶演題：「ハンセン病に学ぶ  ～取材現場より～」
講師紹介▶
藪本雅子さん（元日本テレビアナウンサー・記者）

1991年、日本テレビ入社。アナウンサーと
して「スーパー Jockey」「Exテレビ」など
のバラエティー番組を担当。その後「きょ
うの出来事」で震災、障害者取材を機に、
報道局記者へ転向。警視庁、厚労省、外務・
防衛担当を経て、2001年末退社。2005年、
ハンセン病取材をテーマに「女子アナ失格」

(新潮社)を出版。その後、人権問題とメディアを研究し、上
智大学大学院新聞学で修士号取得。現在も取材、執筆を続
けながら講演を行っている。二児の母。
角聖子さん（ピアニスト）

ドイツ国立フライブルグ音楽大学を首席で
卒業。ドイツ、ベルギーを中心にソロ・室
内楽の両分野で活動。帰国後はソロ活動と
共 に、 内 外 の 著 名 音 楽 家 と も 多 数 共 演。
2012年に風間書房より自身原作・作曲・演
奏による音楽・朗読CD付き絵本「ミロと森
のピアノ」を発売。

平
成
25
年
度

人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

人
権
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

安
中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

1
年　

槻
岡　

文
彩

　

私
は
今
ま
で
、
い
じ
め
を
し
た
こ
と
も
い

じ
め
を
受
け
た
こ
と
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
す
が
、
違
い
ま
し
た
。
人
権
の
授

業
を
受
け
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。
私
は
い
じ

め
を
し
て
い
る
人
と
同
じ
立
場
で
し
た
。
い

じ
め
ら
れ
て
い
る
子
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
と
き
私
は
、「
や

め
な
よ
。」
と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
言
葉
を
か
け
る
勇
気
、
み
ん
な
の
前

で
声
を
出
す
勇
気
、
自
分
が
言
う
気
持
ち
が

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
一
言
声
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
い
で

す
。
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た
ら
嫌
だ
し
、
誰

か
に
助
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
誰
だ
っ
て
そ
う
思
う
と
思
い
ま

す
。
か
げ
で
悪
口
を
言
う
な
ら
自
分
の
前
で

言
っ
て
ほ
し
い
。
私
は
、
か
げ
で
言
わ
れ
る

よ
り
こ
の
ほ
う
が
い
い
で
す
。
で
す
が
、
そ

ん
な
に
勇
気
の
あ
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
人
が
そ
の
場
に
い
な
い
か
ら
こ
そ

人
の
悪
口
を
言
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

だ
っ
て
悪
口
を
聞
い
た
こ
と
も
言
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
友
達
が
自
分
の

方
を
見
な
が
ら
こ
そ
こ
そ
し
ゃ
べ
る
の
は
嫌

で
す
。
た
ま
に
、
一
人
で
い
る
子
や
悪
口
を

言
っ
て
い
る
人
を
見
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
か
ら
声
を
か
け
た
い
で
す
。（
つ
づ
く
）

問
合
せ
▼
松
生
涯
学
習
課
生
涯
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
４
）



学
習
の
森
だ
よ
り

安中市役所　☎382-111115

　

み
な
さ
ん
は
、
日
本
で
旧
石
器
時
代
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
た
遺
跡
が
、
群
馬
県
に
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
昭
和
24
年
（
一
九
四
九
）
に
相

沢
忠
洋
氏
が
発
見
し
た
岩
宿
遺
跡
（
み
ど
り
市
）
の

発
掘
調
査
で
は
、「
ロ
ー
ム
層
（
赤
土
）
に
は
遺
跡

が
存
在
し
な
い
」
と
い
っ
た
当
時
の
考
え
が
覆
り
、

こ
れ
を
契
機
と
し
て
全
国
各
地
で
遺
跡
が
相
次
い

で
発
見
、
調
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
縄
文
時
代
よ
り
前
と
な
る
こ
の
時
代
を
「
後

期
旧
石
器
時
代
」（
約
三
万
五
千
年
か
ら
一
万
五
千

年
前
）
と
呼
び
、「
岩
宿
時
代
」、
土
器
を
使
用
し
て

い
な
い
こ
と
で

「
先せ
ん
ど
き

土
器
時
代
」
と

も
呼
ぶ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
当
時
の

人
々
は
、
小
さ
な
集

団
と
な
っ
て
獲
物

や
石
器
石
材
を
求

め
て
移
動
を
繰
り

返
し
、
狩
り
や
植
物

採
集
、
石
器
製
作
な

ど
を
し
な
が
ら

キ
ャ
ン
プ
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
石
器
と
し
て

は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
槍や
り
が
た
せ
ん
と
う
き

先
形
尖
頭
器
（
石
や
り
）、

石
斧
、
細さ
い
せ
っ
き

石
器
な
ど
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
安
中
市
で
も
こ
の
時
代
の
遺
跡
が
存
在
す

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
遺
跡
は
、
厚
く
堆

積
す
る
ロ
ー
ム
層
中
に
あ
る
た
め
、
発
見
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
い
で
す
が
、
古こ
じ
ょ
う城
遺
跡
（
板
鼻
）
で
は
、

約
三
万
五
千
年
前
の
ム
ラ
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
紹
介
す
る
人
見
西
向
原
遺
跡
（
西
横

野
）
で
は
、
約
一
万
六
千
年
前
の
ロ
ー
ム
層
か
ら
、

４
カ
所
の
遺
物
集
中
範
囲
（
石
器
と
礫れ
き
ぐ
ん群
・
配
石
）

や
礫
を
集
め
て
火
を
焚
い
た
跡
を
１
カ
所
確
認
し

ま
し
た
。
石
器
は
、尖
頭
器
（
石
や
り
）
の
か
け
ら
、

大
形
石せ

き
じ
ん刃
を
含
む
使
用
痕
・
二
次
加
工
の
あ
る
剥
片

等
が
四
十
三
点
出
土
し
ま
し
た
（
写
真
）。
石
材
を

原
石
か
ら
利
用
し
た
活
発
な
石
器
製
作
は
認
め
ら

れ
ず
、
石
器
の
種
類
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
石
器
製

作
に
必
要
な
少
数
の
大
形
剥
片
を
持
ち
込
ん
で
加

工
、
使
用
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
遺

跡
は
、
こ
の
地
へ
獲
物
を
求
め
て
き
た
人
々
が
、
一

時
的
に
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
跡
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
石
器
か
ら
、
遙
か
昔
の
人
々
の
想
い
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
器
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
館
展
示
室
に
て
３
月
末

ま
で
展
示
中
で
す
。

平成26年度
「文化財愛護ポスター」

最優秀作品（敬称略）
森木 くるみ（西横野小5年）

   「
安
中
の
文
化
財
」

人
見
西
向
原
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
旧
石
器

№103

問合せ▶
安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623
Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp

ジオラマ講座 機織り講座
今回は安中高等女学校をつくります。

日　程▶11月22日、29日、12月13日、20日、
　　　　1月10日、17日（すべて土曜日）
　　　　※日程の追加あり
時　間▶午前10時～正午
場　所▶ふるさと学習館３階　
講　師▶石田 進氏　
制作物▶群馬県立安中高等女学校
定　員▶10人（先着順）　材料費▶1,000円
申込み▶11月８日（土）午前８時30分より電話、ま
たはふるさと学習館受付まで申し込みください。

今回は裂き織り制作です。初心者の人もぜひご参加ください。
日　程▶①12月7日（日）、13日（土）、14日（日）
　　　　②12月7日（日）、20日（土）、21日（日）　　
時　間▶午前10時～正午　
場　所▶生涯学習施設 創作工房３
織寸法▶Mサイズ：約32cm×46～70cm
　　　　Ｌサイズ：約40cm×85cm　
定　員▶各組５人（先着順）　
講　師▶坂田 美波氏　
材料費▶Mサイズ：1,000円　Ｌサイズ：1,200円
持ち物▶裁ちはさみ、まち針、筆記用具、握りはさみ、目
打ち、ものさし、刺繍用や毛糸用などの針穴の大きな針（あ
ればお持ちください）、よこ糸用の布（Ｍサイズ ：約90cm
×70～90cm　Ｌサイズ：
約90cm×160cm）
申 込 み ▶11月15日（土）午前
８時30分より電話、または
ふるさと学習館受付まで申し
込みください。
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　９月２日（火）に、本市出身の粂原圭太郎さん
（23）が茂木市長を表敬訪問しました。粂原さんは、
百人一首の全国かるた競技学生選手権大会で３連覇
を達成し、最高位の８段に昇進したことを報告しま
した。

全国かるた競技学生選手権大会３連覇

　８月24日（日）に、安中青年会議所の主催により、
鉄道文化むらで、鉄道ふれあい夏祭りinあんなかが
開催されました。会場では、特急あさま号との綱引
きやダンス発表会、トッキュウジャーショーなどが
行われ、多くの観光客でにぎわいました。

　９月２日（火）に、敬老の日にちなみ、市内の該当
する高齢者の皆さんに敬老祝金が送られました。茂
木市長は、市内各地区の最高齢者宅や老人施設を訪
問し、敬老祝金と記念品を手渡しました。（写真は
のどの荘）

鉄道ふれあい夏祭り

敬老の日のお祝い



で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ

で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ

安中市役所　☎382-111117

　９月９日（火）に、福祉パレードが開催されまし
た。市役所本をパレード隊と参加者およそ100人が
訪れ、茂木市長にメッセージを伝達しました。この
パレードは、９月の知的障害者福祉月間の趣旨を広
く伝え、知的障害児者への理解を深めてもらうこと
を目的として毎年実施されています。

知的障害児者への理解や支援を求めて

　９月５日（金）に、松井田文化会館で救急の日記念講演会・心肺
蘇生法講習会が行われました。記念講演では、国立病院機構　高
崎総合医療センター小児科専門医の金子真理先生による「アナ
フィラキシーの症状と対処～蜂毒アレルギーと食物アレルギーを
中心に～」と題し行われました。実技指導では、安中消防署郷原
分署職員による救命講習が行われ多くの人が参加しました。

　９月６日（土）に、市役所本で「ひきこもる若者と
家族の揺れる心～不登校・ひきこもり・ニートへの
支援～」と題し、高等教育総合研究所の臨床心理士
である須田誠氏を講師に迎え、講演会が開催されま
した。会場には、130人あまりの人が集まり須田講
師の話に聞き入っていました。

救急の日記念事業

ひきこもりへの支援を
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　９月14日（日）に、スポーツセンターで福祉ふれ
あいまつりが開催されました。会場では、毎年好評
である福祉バザーや模擬店、ステージ発表など多数
のイベントが行われ、多くの人でにぎわいました。

福祉ふれあいまつり

　９月20日（土）に、安中市保育協議会の主催により
松井田文化会館で親子ふれあいコンサートが開催さ
れました。幼児教育番組などで活躍した中右貴久氏
を招き、会場を訪れた子どもたちや保護者と一緒に
踊ったり歌ったりと楽しい時間を過ごしました。

親子ふれあいコンサート

　９月12日（金）に、スポーツセンターで、安中市
身体障害者連合会スポーツ大会が開催されました。
大会には、28人の選手が参加し、輪投げのほか、
ソフトボール投げや走り幅跳びなどの種目が行わ
れ、熱戦が繰り広げられました。

身体障害者連合会スポーツ大会
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ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

市役所

市民
インフォメーション

information

安中市役所　☎382-111119

風しんの予防接種を受けましょう
赤ちゃんが「先天性風しん症候群」という病気になら
ないよう家族みんなで風しんの予防接種を受けること
をご検討ください。

女性は妊娠前に
→ 予防接種をご検討くだ

さい妊娠中の女性の家族は

成人男性は → 接種することをご検討
ください

問合せ▶本健康づくり課予防係（☎内線1172）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

　

を
ご
存
じ
で
す
か

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
武
力
攻
撃
情
報
や
緊
急
地
震
速
報
な

ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
を
用
い
て
国
（
内
閣
官
房
や

気
象
庁
か
ら
消
防
庁
を
経
由
）
か
ら
全
国
の
市
区
町
村
に
瞬

時
に
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

本
市
で
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
を
受
信
し
た
際
に

は
職
員
が
一
切
の
操
作
を
し
な
く
て
も
防
災
行
政
無
線
や

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
自
動
的
に
起
動
し
、
緊
急
情
報
を

放
送
・
配
信
す
る
設
備
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
19
日
に
発
生
し
た
最
大
震
度
５
弱
（
安
中
市

で
は
震
度
３
）
を
観
測
し
た
地
震
の
際
に
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

を
通
じ
た
防
災
行
政
無
線
の
放
送
や
メ
ー
ル
配
信
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
津
波
防
災
の
日
（　

月
５
日
）
に
予
定
し
て
い
る

緊
急
地
震
速
報
訓
練
で
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
訓
練
用
の

防
災
行
政
無
線
の
放
送
や
メ
ー
ル
配
信
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
実
際
に
緊
急
情
報
を
見
聞
き
し
た
際
に
慌
て
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
訓
練
放
送
を
利
用
し
た
訓
練
や
対
応
方
法
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
本
安
全
安
心
課
生
活
安
全
係（
☎
内
線
１
１
３
１
）

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」で
す
。

　

今
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
は
「AID

S IS N
O

T 
O

VER　

～
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
～
」
で
す
。

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
ま
ん

延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解
消
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
中

心
に
世
界
各
地
で
エ
イ
ズ
予
防
・
支
援
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す

　

安
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
無
料
で
エ
イ
ズ
相
談
・
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
関
連
し

て
、
夜
間
な
ど
に
エ
イ
ズ
検
査
日
を
設
け
ま
す
。

　

検
査
日
に
つ
い
て
は
「
お
し
ら
せ
版
11
月
11
日
号
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
保
健
福
祉
事
務
所（
☎
３
８
１
‐
０
３
４
５
）

11

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者　

　

支
援
に
つ
い
て

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家
族

が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
情
報
提
供

　

刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
の
過

程
で
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相
談

窓
口
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
な
ど
を
負
っ
た

場
合
に
は
、
医
療
費
な
ど
の
一
部
に
つ
い
て

警
察
が
支
出
す
る
な
ど
、
被
害
者
な
ど
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
精
神
的
負
担
の
軽
減

　

安
心
し
て
被
害
の
届
け
出
や
相
談
な
ど
が

で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設
置

す
る
ほ
か
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

■
安
全
の
確
保

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害
を
受
け
な

い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警
戒
を

行
う
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
材
な
ど
を
活
用

し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

■
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負
傷

ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
に
、
ご
遺
族
や

被
害
者
本
人
に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
審
査
に
よ
り
減

額
ま
た
は
不
支
給
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。

　

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
警
察
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.police.pref.
gunm

a.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
警
察
署
警
務
課

（
☎
０
２
７
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０
）

群
馬
交
響
楽
団

メ
ン
バ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
木
管
五
重
奏
に
よ
る

《
秋
・
東
欧
の
響
き
》」

　

群
馬
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
▼
ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ッ
ク
：

木
管
五
重
奏
と
バ
ス
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

た
め
の
「
青
春
」、
森
の
音
楽
家 

楽
器

紹
介
編
、
く
ま
ん
ば
ち
は
飛
ぶ　

ほ
か

日
時
▼
11
月
24
日（
月
・
振
休
）
午
後

２
時
（
開
場
１
時
30
分
）

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料
▼

会
員
・
学
生
（
高
校
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　

…
…
１
，
０
０
０
円

一
般
前
売　
　

…
…
１
，
８
０
０
円

　
　

当
日　
　

…
…
２
，
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
▼
石
井
書
店
・
文
修
堂

書
店
・
お
菓
子
の
家
あ
ん
、
三
文
字
屋

後
援
▼
安
中
市
教
育
委
員
会
、
安
中
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
安
中
市
文
化
協
会
、

群
響
を
応
援
す
る
県
民
の
会

問
合
せ
・
予
約
▼

安
中
・
群
響
を
応
援
す
る
会 

大
谷

（
☎
３
８
１
‐
４
３
２
５
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日（
日
）〜
15
日（
土
）

平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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行事カレンダー	 11月１日→12月15日
日 曜日 行　　事　　名

 11月

1 土 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

2 日
◦本市民課休日窓口　8:30～12:00
◦第24回童謡フェスティバル
　文化会館　13:30～

3 月
4 火
5 水

6 木 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

7 金
◦ふるさと学習館第14回企画展
　「碓氷社-安中市の蚕糸業の過去
と現在-」（～2/2） 9：00～17：00

8 土

◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30
◦秋の映画鑑賞会「超高速！参勤
交代」
　文化会館　11:00～・14:00～
　（開場各15分前）
◦おもしろ科学教室「紙コップで
バイオリン」
　松井田公民館（文化会館内）9:30
～12:00

9 日

◦安P連・家族教育合同講演会
　文化会館　14:45～17:00
◦竹細工講座①
　学習の森　10:00～12:00
◦安中市ふれあいスポーツフェア
　ス　9:00～

10 月
11 火
12 水

13 木 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

14 金

15 土

◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30
◦竹細工講座②
　学習の森　10:00～12:00
◦秋季火災予防運動に伴う防火広
報
　市内一円　10:00～15:00

16 日 ◦本市民課休日窓口　8:30～12:00
◦安政遠足くだり

17 月
18 火
19 水

日 曜日 行　　事　　名

20 木 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

21 金 ◦市民フェスティバル　市民展①
　安中体育館　10:00～16:00

22 土

◦ジオラマ講座①
　学習の森　10:00～12:00
◦市民フェスティバル　市民展②
　安中体育館　10:00～16:00
◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30
◦青少年健全育成市民のつどい
　文化センター　14:00～16:30
◦図書読み聞かせ
　文化センター　14:00～15:00

23 日

◦安中市産業祭
　安中市商工会前特設会場
　8:30～14:00
　JA碓氷安中本所
　9:00～14:30
◦竹細工講座③
　学習の森　10:00～12:00
◦市民フェスティバル　市民展③
　安中体育館　10:00～16:00
◦市民ウォークラリー大会
　秋間小学校　9:00～

24 月

◦市民フェスティバル　市民展④
　安中体育館　10:00～16:00
◦小学生ドッヂボール大会
　ス　9:00～

25 火

◦市民フェスティバル　市民展⑤
　安中体育館　10:00～16:00
◦第11回農業委員会総会
　本　11:00～

26 水 ◦市民フェスティバル　市民展⑥
　安中体育館　10:00～15:00

27 木 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

28 金 ◦人権教育講演会
　文化センター　15:00～17:00

29 土

◦ジオラマ講座②
　学習の森　10:00～12:00
◦小学生駅伝競走大会
　ス　9:00～
◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30
◦「我が青春のアイドルたち」
　文化センター　14:00～16:00

30 日

◦ふるさと学習館企画展関連講演
「碓氷社からグンサンへ」
　学習の森　 14:00～16:00
◦竹細工講座④
　学習の森　10:00～12:00

日 曜日 行　　事　　名
 12月
1 月

2 火 ◦市民献血
　本　10:00～12:00　13:00～15:30

3 水

◦体育施設利用者調整会議（1～3月）
　旧安中市屋外施設
　ス　18:30～
　旧松井田町屋内外施設
　松　18:30～

4 木

◦体育施設利用者調整会議（1～3月）
　旧安中市屋内施設
　ス　18:30～
◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

5 金

6 土

◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30
◦おもしろ科学教室「静電気で科
学マジック」
　松井田公民館（文化会館内）9:30
～12:00
◦市民スケート教室
　伊香保スケートセンター 15:00～

7 日

◦本市民課休日窓口　8:30～12:00
◦竹細工講座⑤
　学習の森　10:00～12:00
◦機織り講座①
　学習の森　10:00～12:00
◦市民カローリング大会
　ス　9:00～

8 月
9 火

10 水 ◦第4回安中市議会定例会開会
　9:00～

11 木 ◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

12 金
◦第4回安中市議会定例会総務文教
常任委員会
　9:00～

13 土

◦ジオラマ講座③
　学習の森　10:00～12:00
◦機織り講座②
　学習の森　10:00～12:00
◦市民パソコン・タブレット教室
　文化センター　13:30～15:30

14 日

◦ふるさと学習館企画展関連講演
「碓氷社の資料と賞状」
　学習の森　 14:00～16:00
◦機織り講座③
　学習の森　10:00～12:00

15 月
◦第4回安中市議会定例会福祉民生
常任委員会
　9:00～

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

休館のご案内
恵みの湯	 11/4・18　12/2
峠の湯	 ※当分の間休業いたします。
鉄道文化むら	 11/4・11・18・25　12/2・9
文化センター	 （※は図書館のみ休館です）
	 11/4・5・11・18・25・26・
	 28※　12/2・9
文化会館　	 11/4・10・17・25・30　
	 12/1・8・15

碓氷川熱帯植物園	 11/4・11・18・25　12/2・9
スポーツセンター	 （※は温水プールのみ休業です）
	 11/4・5・10※・17・25　
	 12/1・8※・15
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
　	 11/4・5・6※・11・18・25・26　
	 12/2・9
老人福祉センター　11/3・4・10・17・24・25
	 12/1・8・15



市民インフォメーション 市民インフォメーション

安中市役所　☎382-111121

相 談 案 内 	 11月１日→12月15日

行政相談
　本　11/6・20　12/4　9時～12時
　松　11/10　12/1　13時30分～16時
無料法律相談
　本　11/7・21　12/5　13時～16時
　※要電話予約　本法制課（☎内線1043）
人権相談
　本・松　11/20　13時30分～15時30分
　　　　　12/4  　13時30分～16時
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（本子ども課）
　月〜金曜日（祝日を除く）　9時〜16時
　※要電話予約　本子ども課（☎382-8005）
健康相談
　（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　本　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　本・松　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（本敷地内）
　月〜金曜日（祝日を除く）9時〜16時（☎382-2228）
労働相談
　本　第１・３火曜日　13時30分〜16時
　※要電話予約　松商工観光課（☎内線2621）
無料税務相談
　本　11/5　12/3　13時～16時
　松　12/9　13時～16時
　※要電話予約　本税務課（☎内線1061）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月〜土曜日（祝日を除く）10時〜18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（松青少年センター）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　9時〜14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談
　電話相談・面接相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜16時
　※要電話予約　本介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　松保健福祉課（☎内線2155）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター
　毎週木曜日（祝日を除く）　９時〜11時30分
　松　第９会議室
　毎週月曜日（祝日を除く）　13時30分〜16時
青色申告記帳相談
　安中商工会
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜12時
　松井田商工会館
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜16時
　※要電話予約（☎382-0211）

給水管修理当番業者（11月1日〜12月15日）

健康通信 本庁市民課 休日窓口開設日12月上旬より「乳がん・子宮がん検診」の集団検診
が始まります。

　また、結核検診と各種がん検診の個別検診については、市内医療機
関にて引き続き実施中です。（平成27年１月31日まで）
　希望する検診について、集団・個別のそれぞれの実施期間を確認の
うえ、早めに受診してください。検診を受診の際は、オレンジ色の封
筒に入っている「受診シール」が必要となりますので、忘れずにお持
ちください。
問合せ▶本健康づくり課（☎内線1172）

11月2日、16日　12月7日
午前８時30分〜正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

上水道と簡易水道の給水管の修理は、業者で行っていますので
漏水などの修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。 【安中市管工事協同組合 ☎３８５－４４０１】

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
Ａ 今川設備 382-9433 Ｎ ㈲武美工業 382-5061
Ｂ ㈲入沢電気商会 382-1609 Ｏ ㈲田中工作所 385-4126
Ｃ 碓氷設備㈲ 381-2730 Ｐ ㈱半田組 385-8374
Ｄ ㈲内堀設備工事 393-0157 Ｑ ㈲福美商事 381-0293
Ｅ ㈲金子屋商店 393-0332 Ｒ ㈲松本住設 385-6278
Ｆ ㈲黒須設備工業 381-1148 Ｓ ㈱茂木設備 381-6616
Ｇ 群栄工業㈱ 393-1012 Ｔ ㈲山田タイル工業 381-0075
Ｈ 児玉工業㈲ 393-3118 Ｕ ㈱ヤマハチ・クボニワ 381-0435
Ｉ ㈲佐藤商店 395-2323 Ｖ ㈱ユタカ 385-7647
Ｊ 佐藤燃料㈱ 381-1111 Ｗ オオカワラ住器 382-1987
Ｋ ㈲渋谷設備 381-1262 Ｘ 反町備工 384-2058
Ｌ ㈲ジーワイ燃設 382-2891 Ｙ 第一設備工業㈲ 385-8769
Ｍ ㈲須藤工業 381-2322 Ｚ ㈱フェニックス 382-5262

11　　月 12　　月
１日 Ｌ・Ｓ・Ｚ 16日 Ｈ・Ｑ・Ｗ １日 Ｃ・Ｇ・Ｋ
２日 Ｔ・Ｕ・Ｖ 17日 Ｉ・Ｏ・Ｚ ２日 Ｄ・Ｒ・Ｗ
３日 Ｂ・Ｘ・Ｙ 18日 Ｆ・Ｐ・Ｕ ３日 Ｅ・Ｎ・Ｚ
４日 Ｇ・Ｊ・Ｋ 19日 Ｂ・Ｌ・Ｓ ４日 Ｈ・Ｕ・Ｑ
５日 Ａ・Ｄ・Ｒ 20日 Ｊ・Ｔ・Ｖ ５日 Ｂ・Ｉ・Ｏ
６日 Ｅ・Ｍ・Ｎ 21日 Ａ・Ｘ・Ｙ ６日 Ｆ・Ｊ・Ｐ
７日 Ｃ・Ｈ・Ｑ 22日 Ｇ・Ｋ・Ｍ ７日 Ａ・Ｌ・Ｓ
８日 Ｉ・Ｏ・Ｗ 23日 Ｃ・Ｄ・Ｒ ８日 Ｍ・Ｔ・Ｖ
９日 Ｆ・Ｐ・Ｚ 24日 Ｅ・Ｎ・Ｗ ９日 Ｃ・Ｘ・Ｙ
10日 Ｌ・Ｓ・Ｕ 25日 Ｈ・Ｑ・Ｚ 10日 Ｇ・Ｋ・Ｗ
11日 Ｂ・Ｔ・Ｖ 26日 Ｉ・Ｏ・Ｕ 11日 Ｄ・Ｒ・Ｚ
12日 Ｊ・Ｘ・Ｙ 27日 Ｂ・Ｆ・Ｐ 12日 Ｅ・Ｎ・Ｕ
13日 Ａ・Ｇ・Ｋ 28日 Ｊ・Ｌ・Ｓ 13日 Ｂ・Ｈ・Ｑ
14日 Ｄ・Ｍ・Ｒ 29日 Ａ・Ｔ・Ｖ 14日 Ｉ・Ｊ・Ｏ
15日 Ｃ・Ｅ・Ｎ 30日 Ｍ・Ｘ・Ｙ 15日 Ａ・Ｆ・Ｐ
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人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安中地域 22,795 23,455 127 212 合　計 61,191人
松井田地域 7,073 7,440 37 52 世帯数 24,505
合　計 29,868 30,895 164 264 （平成26年9月末日現在）

2014
（平成26年）
11月1日号
vol.104

皆さんの声をお待ちしております
　市役所本、松、各地区の公民館・生涯
学習センターに、皆さんの声をお聞きす
るため、「市民の声」を投函できるポスト
を配置しております。

L I V E

M O V I E

　安中市文化センターでは、石井明美、伊藤咲子、石川ひとみ、
大場久美子、堀江淳、桑江知子の６人を迎えてのコンサートを開
催します。80年代懐かしのアイドルたちの歌をぜひ、お楽しみく
ださい。
日　時▶11月29日（土）　午後２時〜４時
会　場▶安中市文化センター　ホール
出演者▶石井明美、伊藤咲子、石川ひとみ、
　　　　大場久美子、堀江淳、桑江知子
チケット▶全席指定　前売3,000円　当日3,500円
※安中市文化センター窓口にてチケット好評発売中。
※電話受付も行っております。
主　催▶安中市教育委員会　問合せ▶安中市文化センター（☎381-0586） 

11月23日（日・祝）開催
第２回安中市産業祭
　安中市産業祭実行委員会の主催による第２回安中市産業祭
を安中城址「にぎわい朝市」と地産地消「農業まつり」の２
会場で開催いたします。
　当日は両会場を結ぶシャトルバス（無料）が運行されます
ので、ご利用ください。（武家長屋、市役所■本、JA碓氷安中
本所を約30分で循環します。（午前9時30分武家長屋発、最
終午後1時30分））

　佐々木蔵之介が、江戸幕府から無理難題を突き付けられた弱小藩の藩主に扮
する時代劇コメディ。江戸期、八代将軍・徳川吉宗の時代。１万５千石の小藩・
磐城国湯長谷藩（いわきのくにゆながやはん、現在の福島県いわき市）に存在
するという金山奪略を狙い、江戸幕府が無理難題を吹っ掛ける。「５日以内に
参勤交代しなければ、藩を取り潰す！」。金も時間もない湯長谷藩。参勤交代
を果たし、無事に藩を守ることができるのか？！通常ならば準備に半年、８日
はかかる道のり・・・しかも貯えも尽きている。しかしこの命令に従わなけれ
ば藩はお取り潰しに・・・
　金に目が眩んだ幕府に立ち向かい“とんでもない”知恵を使って参勤交代を達
成しようとする貧乏小藩が巻き起こす、究極の痛快歴史エンターテイメント。
　ぜひ、みなさんでご覧ください。ご来場をお待ちしています。
日　時▶11月８日（土）　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　　　　　　　　　 二部：午後2時～（開場：午後1時45分）
会　場▶松井田文化会館　大ホール
チケット▶前売券　大人1,000円　高校生以下　800円
　　　　　当日券　大人1,200円　高校生以下1,000円
※松井田文化会館・安中市文化センター窓口にて好評発売中。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。
主催・問合せ▶松井田文化会館（☎393-4400） 

超高速！参勤交代

安中城址「にぎわい朝市」
時間▶午前８時30分～午後２時
会場▶安中市商工会前　
　　　安中城址大名小路通り特設会場
内容▶三崎朝市協同組合の魚類の販売、鮪の解体
ショー、プレゼント抽選会、多数の模擬店、安中市・
富岡市・軽井沢町観光連携協議会ブース設置など
問合せ▶安中市商工会（☎382-2828）

地産地消「農業まつり」
時間▶午前９時～午後２時30分
会場▶ＪＡ碓氷安中　本所
内容▶野菜などの品評会、農産物即売会、お楽し
みイベント、各種無料試食、野菜無料配布（先着）
など
問合せ▶ＪＡ碓氷安中（☎382-1131）

お詫びと訂正
広報あんなか10月１日号（Vol.103）の11ページ、

「超高速！参勤交代」の記事に誤りがありました。
正　当日券 大人1,200円　　誤　当日券 大人1,500円
お詫びして訂正いたします。


